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資料２ 利用状況等のデータ 

（１）コミュニティバス乗車実績の推移               

                                  （人） 

年度 年間乗車人数 
1日平均 

乗車人数 

対前年比 

乗車人数 

対前年比 

1日平均 

15年度 
40,144  542.5  - - 

16年度 255,404  699.7  536.2 29.0 

17年度 286,196  784.1  12.1 12.1 

18年度 296,551  812.5  3.6 3.6 

19年度 255,180  697.2  △ 14.0 △ 14.2 

20年度 249,813  684.4  △ 2.1 △ 1.8 

21年度 245,244  671.9  △ 1.8 △ 1.8 

22年度 239,397  666.8  △ 2.4 △ 0.8 

23年度 235,383  643.1  △ 1.7 △ 3.6 

24年度 239,952  657.4  1.9 2.2 

25年度 240,244  663.7  0.1 1.0 

26年度 237,537  650.8  △ 1.1 △ 1.9 

27年度 243,724  665.9  2.6 2.3 

28年度 241,666  662.1  △ 0.8 △ 0.6 

29年度 245,583  672.8  1.6 1.6 

30年度 246,651  675.8  0.4 0.4 

元年度 224,184  612.5  △ 9.1 △ 9.4 

２年度 168,589  461.9  △ 24.8 △ 24.6 

合計 4,191,442  662.5      
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（２）コミュニティバス運行経費、運賃収入等、補助金額の推移 

                                  （円） 

年度 運行経費 運賃収入 補助金額 
１人当たり 

公費負担額 

15年度 17,468,772  4,051,233  13,417,539  334.2 

16年度 52,480,334  23,866,675  28,613,659  112.0 

17年度 54,299,324  26,517,182  27,782,142  97.1 

18年度 56,051,791  27,578,690  28,473,101  96.0 

19年度 57,810,664  31,674,800  26,135,864  102.4 

20年度 57,765,429  33,159,355  24,606,074  98.5 

21年度 57,118,497  32,909,942  24,208,555  98.7 

22年度 56,758,719  33,037,550  23,721,169  99.1 

23年度 57,405,853  32,808,812  24,597,041  104.5 

24年度 57,787,129  32,770,427  25,016,702  104.3 

25年度 51,268,750  32,674,718  18,594,032  77.4 

26年度 48,514,393  31,511,178  17,003,215  71.6 

27年度 48,536,335  32,374,018  16,162,317  66.3 

28年度 48,810,601  31,821,668  16,988,933  70.3 

29年度 49,631,719  32,624,613  17,007,106  69.3 

30年度 51,734,239  32,695,581  19,038,658  77.2 

元年度 53,555,277  29,426,387  24,128,890  107.6 

２年度 73,480,135  21,552,992  51,927,143  308.0 
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（３）コミュニティタクシー乗車実績の推移     

                                  （人） 

年度 

大沼ルート 栄町ルート 鈴木町ルート 

年間乗車

人数 

1日平均

乗車人数 

年間乗車

人数 

1日平均

乗車人数 

年間乗車

人数 

1日平均

乗車人数 

21年度 6,715  50.9          

22年度 13,712  56.4          

23年度 13,751  56.4  17,374  78.6      

24年度 15,060  61.5  22,865  93.3      

25年度 16,015  65.6  22,650  92.8      

26年度 19,914  81.6  23,902  98.0  345  49.3  

27年度 22,031  90.7  24,955  102.7  16,235  66.8  

28年度 22,814  93.9  24,675  101.5  18,534  76.3  

29年度 22,117  90.6  26,303  107.8  20,754  85.1  

30年度 27,299  111.9  26,482  108.5  21,566  88.4  

元年度 26,521  110.5  25,727  107.2  22,293  92.9  

２年度 17,794  73.2  14,996  61.7  12,306  50.6  

合計 223,743  78.6  229,929  95.2  112,033  72.8  

 

  

平成２８年度に、目標の 
１日平均乗車人数７０人を達成！ 

令和２年３月以降、 
感染症の影響で 
乗車人数が… 
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（４）コミュニティタクシー運行経費、運賃収入等、補助金額の推移 

 ①大沼ルート                              （円） 

年度 

大沼ルート 

運行経費 運賃収入等 補助金額 
１人当たり 

公費負担額 

21年度 7,544,955  1,079,140  6,465,815  962.9  

22年度 6,809,487  2,013,050  4,796,437  349.8  

23年度 7,226,953  2,067,950  5,159,003  375.2  

24年度 7,452,326  2,289,760  5,162,566  342.8  

25年度 7,527,898  2,383,640  5,144,258  321.2  

26年度 7,896,505  2,964,320  4,932,185  247.7  

27年度 8,245,393  3,311,030  4,934,363  224.0  

28年度 8,553,791  3,405,840  5,147,951  225.6  

29年度 8,448,928  3,315,640  5,133,288  232.1  

30年度 8,033,316  4,065,330  3,967,986  145.4  

元年度 8,356,321  3,828,442  4,527,879  170.7  

２年度 18,416,420  2,424,347  15,992,073  898.7  

 

 ②栄町ルート                              （円） 

年度 

栄町ルート 

運行経費 運賃収入等 補助金額 
１人当たり 

公費負担額 

23年度 10,765,623  2,790,250  7,975,373  459.0  

24年度 8,033,561  3,331,830  4,701,731  205.6  

25年度 8,119,372  3,277,230  4,842,142  213.8  

26年度 8,389,038  3,478,330  4,910,708  205.5  

27年度 8,579,121  3,651,370  4,927,751  197.5  

28年度 8,587,336  3,545,490  5,041,846  204.3  

29年度 8,491,835  3,791,930  4,699,905  178.7  

30年度 8,578,174  3,769,840  4,808,334  181.6  

元年度 8,719,219  3,524,037  5,195,182  201.9  

２年度 17,125,028  1,935,683  15,189,345  1,012.9  
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③鈴木町ルート                              （円） 

年度 

鈴木町ルート 

運行経費 運賃収入等 補助金額 
１人当たり 

公費負担額 

26年度 4,228,204  83,280  4,144,924  12,014.3  

27年度 8,058,376  2,463,490  5,594,886  344.6  

28年度 8,646,632  2,708,970  5,937,662  320.4  

29年度 8,624,842  3,020,770  5,604,072  270.0  

30年度 8,872,114  3,154,650  5,717,464  265.1  

元年度 9,101,468  3,122,970  5,978,498  268.2  

２年度 15,115,191  1,633,619  13,481,572  1,095.5  

 

 

 

 

 

 

＜コミュニティタクシーの運行経費に対する補助金について＞ 

・補助金額は、自立性、継続性を維持するため、「市の公共交通に対する基本的な考え方」

において、限度額を設けることが示されており、運行経費から運賃収入等を除いた差額に

対して補助している。（運賃経費ー運行収入＝補助金額） 

・限度額：１ルートあたり概ね５００万円程度※ 

・令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、運賃収入が急激に減収したほ

か、国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用して車両を一括購入し

たため、運行経費が大幅に増加し、それに伴い、補助金額も増加した。 

 
 

※市の運行経費補助の考え方（Ｐ２１再掲） 

・１日平均乗車人数：目標７０人程度（１便４人×１８便） 

・年 間 運 賃 収 入：約３００～３５０万円（１５０円×７０人程度×２５０日） 

・１ルート運行経費：約８５０万円 

・市運行経費補助：約５００～６００万円（初期費用を除く） 

➡１ルート年間概ね５００万円程度を上限とする 
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資料３ アンケート調査結果について  

（１）コミュニティバス「にじバス」フォローアップ調査 

調査目的 利用者の属性、住所、利用状況、利用目的などの利用実態を把握す

る。 

・運行システムの評価、新しい試行運行の評価、改善要望などを定量

的に把握する。 

実施時期 平成１９年１１月２日 

調査対象 コミュニティバス利用者 

回収数 ２８６件 

主な質問項目 属性、利用形態、通院先、外出目的、運行システム等の評価など 

 

◆見えてきたこと 

  ・にじバスの利用により、バス交通の不便性が改善している。 

   ・駅への交通利便性が大きく向上している。 

   ・移動に伴う制約条件（天候、荷物や交通手段）の緩和に貢献している。 

   ・にじバスの運行は、コミュニティや地域経済の活性化、安全・安心や違法駐車・駐輪

の減少に貢献している。 

  ・運賃の１５０円は、高いと感じている人がいる。 

 

 

（２）ぶるベー号利用者アンケート調査（平成２３年度～令和元年度実施） 

調査目的 コミュニティタクシーの運行ルートを検討するにあたり、南西部地域

の住民の外出行動や交通手段の状況などを把握する。 

実施時期 平成２３年１０月、平成２４年８月、平成２５年９月、 

平成２６年１２月、平成２７年以降２月～３月 

調査対象 コミュニティタクシー利用者 

回収数 ２４～１３４件（平成２３年度～令和元年度） 

主な質問項目 満足度、不満の理由、目的地、外出先など 

 

◆見えてきたこと 

   ・利用者の満足度は、比較的高い傾向にある。 

   ・利用者の年齢層は大沼ルートが最も高く、次に栄町ルートが高く、鈴木町ルートが最

も若い。 

   ・主な目的地は、駅が最も多く、次いで通院もしくは買い物が多い。 

   ・不満の理由として、土日の運行がないこと、運行時間が短いことが挙げられている。 

   ・運転手の対応への評価が高い。 

   ・交通渋滞などにより遅延が続いた場合、満足度が下がる傾向がある。  
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（３）小平南西部地域 生活交通に関するアンケート調査 

調査目的 コミュニティタクシーの運行ルートを検討するにあたり、南西部地域

の住民の外出行動や交通手段の状況などを把握する。 

実施時期 平成２８年９月 

調査対象 南西部地域住民 

回収数 ９３５件 

主な質問項目 買い物先、通院先、買い物・通院以外の外出先、外出頻度など 

  

◆見えてきたこと 

   ・買い物先は、特定のスーパーマーケットへの集中が見られる。 

   ・通院先は、市内だけでなく市外にも広域的に分散している。 

   ・買い物や通院以外の外出先は、立川市など市外や市役所周辺など地域外へ出掛ける傾

向がある。 

   ・コミュニティタクシーは、公共施設に行く時に乗るものというイメージが形成されて

いる。 

 

 

（４）南西部地域コミュニティタクシー＜ぶるべー号＞に関するアンケート調査 

調査目的 地域住民の移動傾向を把握し、併せてコミュニティタクシーの認知

度、利用しない理由を確認することで、コミュニティタクシーの需要

や行き先を明らかにして運行ルート設定に反映する。 

実施時期 令和元年７～８月 

調査対象 南西部地域住民 

回収数 ９９３件 

主な質問項目 ぶるべー号の認知度、利用の有無、利用しない理由、外出先など 

 

◆見えてきたこと 

 ・南西部地域における実証実験運行（鷹の台駅西側ルート）の認知度は 8割近くであっ

たが、実際の利用は 2割を下回っており、認知度が必ずしも乗車につながっていない

状況がある。 

・ぶるべー号を利用しない理由や外出の際に利用する交通手段の回答から、地域内の移

動手段として自転車が中心となっている状況がある。 

  ・主な外出目的は買い物で、特定のスーパーマーケットへの集中が見られる。 

  ・買い物以外の外出先は、「通勤・通学」「余暇活動」が多く、地域外へ出掛けること

が多い状況がある。 
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（５）令和元年度ぶるベー号利用者アンケート調査 

調査目的 コミュニティタクシーのさらなる利便性の向上や利用促進を図るた

め、運行における現状を把握するとともに、課題を抽出し、解決に向

けた検討に活用する。 

実施時期 令和２年３月 

調査対象 ぶるべー号利用者 ※南西部地域実証実験ルート含む 

回収数 １１４件 

主な質問項目 満足度、不満の理由、利用目的、利用頻度など 

 

◆見えてきたこと 

   ・利用者の半数は満足していたが、南西部地域では運行ルートへの不満が多くあった。 

   ・利用目的は、買い物や通院が多いほか、続いて駅への利用が多かったことから、地域

外へ出掛ける交通手段の一部をコミュニティタクシーが担っていた。 

 

 

（６）鷹の台駅西側ルート第２期利用者アンケート調査 

調査目的 実証実験運行の結果分析や検証をするにあたり、コロナ禍においても

コミュニティタクシーを利用している方の利用状況や利用目的を把握

する。 

実施時期 令和３年２～３月 

調査対象 実証実験運行利用者 

回収数 １０６件 

主な質問項目 利用頻度、利用目的、利用が少ない理由など 

 

◆見えてきたこと 

   ・停留所別の利用状況は、「鷹の台駅北」「南台病院」「いなげや小平小川橋店」及び

「小平第五中学校」に集中していた。 

   ・停留所の利用状況から、美大通りよりも東側の停留所で乗車する方は「鷹の台駅北」

方面に向かう時に、また美大通りよりも西側の停留所から乗車する方は「いなげや小

平小川橋店」方面に向かう時に利用する傾向がある。 

   ・コミュニティタクシーを利用しない理由として、「知られていないから」の回答が

53.8％と最も多かった。また、「他の交通手段を使っているから」の回答が 27.4％

あり、（２）南西部地域コミュニティタクシー＜ぶるべー号＞に関するアンケート調

査結果からも、同様の回答が 56.6％あり、既にある交通手段や自転車、自動車等で

移動している状況が顕著に見られる。 
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資料４ にじバス車両デザインコレクション  

 

＜初代の車両（クセニッツ）平成１６年１月～平成２０年９月＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜にじバスオリジナルデザイン（ポンチョ）平成２０年９月～＞ 

 

 

＜市制施行５０周年記念号 平成２４年７月～平成２５年３月＞ 

 

  

オーストリアに本社がある 
コーチビルダーの車両 

「クニセッツ」です。 
 
日本でノンステップバスが普及する
まで、多くの地域でコミュニティ 
バスとして導入されました。 

平成２０年９月から現在の 
日野自動車の「ポンチョ」に 

なりました。 
 
「クセニッツ」からの 
にじバスオリジナルカラーリングを 
継承しています。 

市制施行５０周年を記念してデザイン 
したラッピングバスです。 
小平市やにじバスに愛着が持てる！と 
人気の車両でした。 
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＜こんなに大好き小平市号 平成２５年３月～令和２年３月＞ 

    

 

＜こだ健体操号（オレンジバージョン） 平成２６年９月～令和元年９月＞ 

     

 

＜なかまちテラス号 平成２７年１月～平成２８年１月＞ 

     

 

  

市制施行５０周年記念のデザイン
が、市民の皆さんに大好評だった 
ので、記念事業終業後も５０周年の 
ロゴを外して引き続き運行しました。 

いつまでもしっかり歩くために、
足・腰の筋力強化と全身のバランス
能力向上を目的につくられた、 
小平市のオリジナル体操 
「こだ健体操」のＰＲ車両です。 

小平市の新しいシンボル 
「なかまちテラス」のＰＲ車両 

です。 
 
地域の皆さんで作った、なかまち
テラスのたくさんのキャラクター
「あっちこっちナカマッチ」たち
といっしょに市内を走りました。 
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＜こだ健体操号（グリーンバージョン） 令和元年９月～＞ 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜たべよう！こだいら野菜号 令和３年１２月～＞ 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「こだ健体操」第二弾！ 
目に鮮やかなグリーンの車体です。 

健康に暮らせるまちを目指して職員で
結成した「健康プロジェクト K」に 
よる、健康づくりに関する啓発活動の
一環としてデザインされました。 
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資料５ ぶるべー号ギャラリー 

 

＜大沼ルート＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜栄町ルート＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜鈴木町ルート＞ 

    

 

  

車両は、トヨタのハイエースを 
使用しています。 
車いす用リフトもついています。 

大沼ルートと栄町ルートの車両 
デザインは、武蔵野美術大学の 
学生が手がけました。 

より道幅の狭い南東部地域では、 
ニッサンのキャラバンを使用しまし
た。 
車両のデザインは、嘉悦大学の学生
が考えました。 
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＜南西部地域実証実験ルート＞ 

    

 

 

＜ぶるべー号の安全対策＞ 

    

 

 

 

 

  

「考える会」のアイデアを反映して、
ボディの紫色のラインや車体のマグネ
ットは、多くの人に注目してもらえる
ように工夫しました。 

全ての車両にスライドステップや手すりを設置して、
安全に乗り降りができるようになっています。 

感染症対策として、飛沫感染防止シートや空間除菌
装置の設置、抗菌コーティングが施されています。 

運行事業者も利用する市民の皆さんも、 
みんなで感染症対策に取り組んでいます。 
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「平成１８年の市の公共交通に対する基本的な考え方」 

の取組のまとめ（報告書） 

 

令和４年３月発行 

編集・発行 小平市 都市開発部 公共交通課 

        〒１８７－８７０１ 

        東京都小平市小川町２丁目１，３３３番地 

        電話 ０４２（３４６）９８１４ 

        F A X ０４２（３４６）９５１３ 

        電子メール kokyokotsu@city.kodaira.lg.jp 




